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	スライド番号 1
	 「臓器移植法を問い直す市民ネットワーク」 からひとこと�　� 2009年7月、移植法の枠内とはいえ「脳死は人の死」と規定し、0歳から�臓器摘出を可能とする「Ａ案」が成立しました。私たちは、この法律を問い�直すことを目的に、同年9月に発足した市民団体の連絡会です。��　長寿大国日本の1歳～４歳までの幼児死亡率は、実は主要先進国内�で「最悪」であり、これは小児救命救急体制の貧弱さをあらわしています。�この状況について、子どもの臓器提供者を増やすという目的だけが独り�歩きし、十分な救命医療が行われない可能性があるという不安の声が�あがっています。また厚労省は、6歳未満の小児脳死判定基準を作成�していますが、長期脳死生存例が数多く報告され、小児科専門医の間�でも「子どもの脳死判定は可能か？」という問に対する意見は様々です。�このような現状について、議論もされぬまま、「脳死判定基準をクリア�すれば”死”」と決めてしまうことは、私たちの命の軽視につながります。��　これら危急の問題を集約させたテーマである「小児の救命と脳死�と移植」を中心に、みなさんが脳死・臓器移植について考える機会を�持っていただけるよう願っております。

